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▼
「
給
食
セ
ン
タ
ー
」
の

　
民
間
活
用

学
校
給
食
は
、
戦
後
の
復

興
に
役
立
っ
た
。
そ
れ
は
、

食
べ
る
と
い
う
こ
と
の
ほ
か

に
、
手
を
洗
い
、
ク
ラ
ス
で

揃
っ
て
食
す
る
こ
と
を
習
慣

づ
け
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り

も
貧
富
の
差
が
あ
り
、
貧
し

い
子
や
親
の
い
な
い
子
な

ど
、
昼
が
苦
痛
の
時
間
で
あ

る
子
供
た
ち
を
救
っ
た
。

「
給
食
」
と
い
う
言
葉
に
隠

さ
れ
た
意
味
は
、
大
き
な
戦

後
改
革
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
山
形
県
鶴
岡
市

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
実
は
、

こ
の
地
こ
そ
が
「
学
校
給
食

の
発
祥
の
地
」
と
言
わ
れ
て

い
る
。
家
か
ら
高
校
へ
の
通

学
路
に
、
そ
の
石
碑
が
あ
っ

た
…
。
１
８
８
９
年
（
明
治

22
年
）
、
鶴
岡
市
家
中
新
町

の
大
督
寺
境
内
に
あ
っ
た
私

立
忠
愛
小
学
校
で
、
生
活
が

苦
し
い
家
庭
の
子
ど
も
を
対

象
に
昼
食
を
与
え
た
の
が
、

日
本
の
給
食
の
は
じ
ま
り
と

さ
れ
て
い
る
【
註
１
】。

筆
者
の
給
食
体
験
は
、
よ

く
取
り
ざ
た
さ
れ
る
脱
脂
粉

乳
と
コ
ッ
ペ
パ
ン
で
あ
っ

た
。
生
徒
の
給
食
当
番
が
エ

プ
ロ
ン
と
手
ぬ
ぐ
い
で
頭
を

覆
い
、
配
食
準
備
を
し
た
こ

と
を
思
い
出
す
。
時
代
が
経

ち
学
年
が
進
行
す
る
と
、
セ

ン
タ
ー
調
理
方
式
で
、
各
学

校
に
は
ト
ラ
ッ
ク
で
配
送
さ

れ
た
。
そ
の
後
は
、
各
校
で

の
調
理
方
式
や
メ
ニ
ュ
ー
の

改
善
も
行
わ
れ
た
。

給
食
の
話
題
を
導
入
し
た

の
は
、
今
回
の
話
題
と
係
わ

り
か
ら
で
あ
る
。
今
回
紹
介

す
る
東
実
（
ひ
が
し
・
み
の

る
）
氏
は
、
現
在
筆
者
が
住

む
千
葉
県
い
す
み
市
に
、
千

葉
い
す
み
工
場
を
も
つ
コ
ス

モ
食
品
株
式
会
社
の
社
長
で

あ
る
。
東
氏
は
、
い
す
み
市

の
集
団
調
理
方
式
の
た
め
に

設
置
さ
れ
た
岬
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
が
自
校
調
理
方
式
に

移
行
し
た
た
め
、
遊
休
と
な

っ
た
そ
の
施
設
の
売
却
公
募

に
応
札
し
、
２
０
１
８
年
11

月
に
契
約
し
た
。

コ
ス
モ
食
品
は
、
青
森
県

の
工
場
の
他
に
、
最
大
の
消

費
地
で
あ
る
関
東
圏
で
の
食

品
加
工
場
の
建
設
を
検
討
し

て
い
た
が
、
千
葉
県
庁
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
契
機
と
し

て
、
既
存
設
備
の
多
く
が
そ

の
ま
ま
活
用
で
き
、
コ
ス
ト

削
減
が
可
能
な
、
い
す
み
市

の
旧
・
岬
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
を
２
０
１
８
年
に
購
入
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

同
社
で
は
、
既
存
の
製
造

設
備
も
活
用
し
な
が
ら
、
野

菜
の
か
き
揚
げ
や
レ
ト
ル
ト

カ
レ
ー
な
ど
を
中
心
に
製
造

し
て
い
る
が
、
従
業
員
19
名

の
う
ち
、
12
名
が
い
す
み
市

を
中
心
と
し
た
地
元
雇
用
と

な
っ
て
い
る
。
地
元
に
と
っ

て
は
、
非
常
に
あ
り
が
た
い

事
例
と
な
っ
て
い
る
。
が
、

全
」、「
お
い
し
さ
」、「
こ
だ

わ
り
」、「
火
加
減
」「
職

人
」「
手
間
ひ
ま
」「
ア
レ
ル

ギ
ー
物
質
」
な
ど
の
言
葉
が

散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。〝

コ
ス
モ
〟の
思
い
が
伝
わ
る
。

上
の
写
真
の
よ
う
に
笑
顔

で
作
業
服
姿
姿
で
あ
る
が
、

土
曜
日
に
は
千
葉
い
す
み
工

場
に
き
て
、
一
人
で
実
験
開

発
を
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
そ
の
姿
を
見
て
い
る

と
、
前
職
の
ヒ
ガ
シ
マ
ル
で

の
飼
料
開
発
で
の
経
験
が
活

か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
と
思

う
。養

殖
魚
な
ど
の
飼
料
は
、

食
材
の
良
否
が
直
ち
に
結
果

を
生
む
。
食
材
と
し
て
の
養

殖
魚
の
美
味
し
さ
と
栄
養

価
、
健
康
と
病
気
、
感
染
、

鮮
度
保
持
能
力
な
ど
で
あ

る
。
食
味
以
外
は
、
人
間
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
人

間
の
場
合
の
加
速
試
験
と
も

と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

同
氏
は
、
25
年
以
上
に
わ
た

り
食
品
事
業
に
携
わ
っ
て
き

た
。
コ
ス
モ
食
品
で
は
、
人

間
向
け
の
食
品
が
フ
ィ
ー
ル

ド
で
、
日
本
人
の
「
健
康
」

と
「
幸
福
」、
そ
し
て
「
文

化
」
に
関
わ
っ
て
い
る
。

「
健
康
」
に
関
し
て
は
、

食
材
と
し
て
の
安
全
性
が
第

一
で
あ
る
。
コ
ス
モ
食
品
は

い
わ
ゆ
る
大
手
メ
ー
カ
ー
で

は
な
い
が
、
カ
レ
ー
ル
ー
の

専
業
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
こ

だ
わ
り
は
気
高
い
。
シ
ン
ボ

ル
的
な
商
品
に
「
グ
ル
テ
ン

フ
リ
ー
カ
レ
ー
・
ル
ー
」
を

謳
う
も
の
が
あ
る
。
小
麦
粉

を
使
わ
な
い
で
米
粉
１
０
０

㌫
で
作
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ト
ラ
ン
ス
脂
肪
酸
な
ど
の
有

害
で
あ
る
が
規
制
に
お
ろ
そ

か
に
な
っ
て
い
る
も
の
へ
配

慮
し
た
商
品
開
発
も
行
っ
て

い
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
症
は
多
く
の

影
響
を
も
た
ら
し
た
が
、
内

食
需
要
を
高
め
た
。
が
、
い

ろ
い
ろ
の
課
題
も
提
供
し
て

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い

…
。

▼
東
実
氏
と

　
コ
ス
モ
食
品

筆
者
の
東
氏
と
の
出

会
い
は
、
前
回
に
紹
介

し
畑
竜
介
氏
が
大
森
で

行
っ
て
い
た
子
ど
も
食

堂
の
運
営
者
で
あ
る
石

和
田
直
孝
氏
に
よ
る

【
註
２
】。
彼
の
紹
介
で
、
い

す
み
市
で
最
初
に
会
っ
た
。

筆
者
は
コ
ス
モ
食
品
の
千
葉

い
す
み
工
場
の
す
ぐ
近
く
に

住
み
、
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
の
コ

メ
作
り
と
オ
リ
ー
ブ
栽
培
、

菊
芋
栽
培
な
ど
も
行
っ
て
い

る
の
で
、
東
氏
に
は
そ
の
現

場
を
見
て
頂
い
た
り
し
、
あ

る
面
で
親
交
を
つ
く
っ
て
き

た
。今

回
、
直
接
お
会
い
し
東

氏
の
人
柄
や
会
社
経
営
の
視

点
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
ま

た
工
場
内
を
見
学
さ
せ
て
頂

い
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
コ

ス
モ
食
品
は
い
す
み
市
に
進

出
し
、
ま
だ
４
年
あ
ま
り
で

あ
る
。
同
社
は
、
青
森
県
に

地
盤
を
も
つ
会
社
で
あ
る
と

い
う
。
コ
ス
モ
食
品
の
前
社

長
の
木
村
博
州
氏
は
、
某
大

手
の
食
品
会
社
の
技
術
開
発

者
。
青
森
県
出
身
で
、
郷
里

に
独
立
し
て
カ
レ
ー
ル
ー
な

ど
の
メ
ー
カ
ー
を
つ
く
っ
た

１
０
年
前
の
２
０
１
２
年
７

月
に
、
木
村
前
社
長
と
交
代

す
る
形
で
東
実
氏
が
社
長
に

就
任
、
青
森
に
赴
任
し
た
。

東
氏
の
前
職
は
、
父
親
が
創

業
の
出
身
地
、
鹿
児
島
県
日

置
市
の
株
式
会
社
ヒ
ガ
シ
マ

ル
の
役
員
で
あ
っ
た
。
ヒ
ガ

シ
マ
ル
は
、
養
殖
用
配
合
飼

料
の
製
造
・
販
売
の
水
産
事

業
と
、
乾
麺
・
即
席
め
ん
・

皿
う
ど
ん
・
め
ん
つ
ゆ
等
の

製
造
販
売
を
行
う
食
品
事
業

か
ら
な
る
地
元
の
大
会
社
で

あ
る
。
東
氏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
、
最
南
の
鹿
児
島
か
ら
反

対
に
最
北
の
青
森
県
で
始
ま

っ
た
。

ま
ず
、
青
森
県
の
会
社
の

立
て
直
し
。
現
在
も
、
平
川

工
場
、
鰺
ヶ
沢
工
場
、
弘
前

工
場
、
藤
野
工
場
と
５
工
場

が
あ
る
が
、
そ
の
配
送
セ
ン

タ
ー
を
弘
前
工
場
に
集
約
す

る
な
ど
を
行
っ
た
。
ま
た
、

コ
ス
モ
食
品
研
究
㈱
や
弘
前

屋
な
ど
を
子
会
社
と
し
て
グ

ル
ー
プ
化
し
、
業
務
の
専
門

化
を
図
り
、
そ
の
経
営
は
、

息
子
に
任
せ
て
い
る
。
ち
ょ

う
ど
、
い
す
み
市
の
給
食
セ

ン
タ
ー
の
購
入
の
話
が
あ

り
、
自
身
は
東
京
の
大
田
区

大
森
に
あ
る
本
社
に
勤
務
、

千
葉
い
す
み
工
場
の
立
ち
上

げ
を
行
っ
た
。

な
お
、
東
氏
は
１
９
５
４

年
生
ま
れ
で
、
明
治
大
学
の

出
身
で
、
首
都
圏
事
情
に
は

明
る
い
。
販
売
を
首
都
圏
に

フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
こ
と
を
意

図
し
た
。
ヒ
ガ
シ
マ
ル
で

は
、
食
品
事
業
の
担
当
で
専

務
で
あ
っ
た
。
現
在
、
ヒ
ガ

シ
マ
ル
の
社
長
は
実
兄
が
行

っ
て
い
る
。

▼
東
氏
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ス
モ
の
メ
イ
ン
の
商
材

は
、
カ
レ
ー
の
ル
ー
、
ド
レ

手
間
と
時
間
で
あ
る
と
い
え

る
。
そ
う
し
た
意
味
の
声
掛

け
が
、
訪
問
時
に
、
職
員
へ

も
な
さ
れ
て
い
た
。

「
文
化
」
は
、
食
文
化
で

あ
り
、
日
本
の
カ
レ
ー
も
日

本
文
化
と
し
て
進
化
し
て
か

つ
伝
統
と
な
っ
た
。
さ
ら

に
、
他
の
食
材
の
美
味
し
さ

引
き
出
し
、
野
菜
や
魚
・
肉

材
の
種
類
の
拡
大
と
レ
シ
ピ

づ
く
り
に
貢
献
す
る
ド
レ
ッ

シ
ン
グ
や
ジ
ャ
ム
な
ど
の
嗜

好
品
・
調
味
料
も
コ
ス
モ
の

商
品
で
あ
り
、
同
じ
く
こ
だ

わ
り
の
文
化
創
造
と
商
品
製

造
を
し
て
い
る
よ
う
だ
。

▼
地
域
と
密
着
し
た

　
チ
ャ
レ
ン
ジ

コ
ス
モ
の
千
葉
県
進
出
に

あ
た
り
地
元
雇
用
は
、
い
す

み
市
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
た
。

東
社
長
の
思
い
に
は
、
地
元

食
材
の
利
用
も
あ
る
。
青
森

県
は
リ
ン
ゴ
を
は
じ
め
ニ
ン

ニ
ク
の
銘
産
地
で
あ
り
、
青

森
に
基
盤
を
も
つ
同
社
は
、

こ
れ
ら
を
食
材
に
取
り
入
れ

た
ニ
ン
ニ
ク
や
リ
ン
ゴ
を
そ

の
食
材
と
し
て
利
用
し
て
い

る
が
、
地
元
産
の
食
材
の
利

用
を
進
め
て
い
る
。
い
す
み

は
、
タ
コ
や
イ
セ
エ
ビ
の
銘

産
地
で
あ
る
。
さ
ら
に
ナ
シ

や
ジ
ビ
エ
な
ど
も
あ
る
。
東

氏
は
、
そ
の
商
品
開
発
を
企

画
し
て
い
る
。

い
す
み
市
は
、
２
０
１
５

年
に
「
い
す
み
生
物
多
様
性

戦
略
」
を
策
定
し
、
有
機
稲

作
に
本
格
的
に
取
り
組
み
、

１
７
年
に
は
市
内
の
す
べ
て

の
小
中
学
校
の
給
食
を
有
機

米
に
切
り
替
え
た
。
18
年
に

は
有
機
野
菜
も
採
り
入
れ
、

今
で
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
８
品
目
に
増
え
、
給

食
に
使
う
野
菜
の
２
割
が
有

機
野
菜
に
な
っ
て
い
る
。
こ

う
し
た
安
全
安
心
、
健
康
の

取
り
組
み
は
前
述
し
た
よ
う

に
、
コ
ス
モ
の
経
営
コ
ン
セ

プ
ト
と
一
致
し
て
い
る
。

東
氏
と
は
、
い
ろ
い
ろ
の

話
題
を
意
見
交
換
し
て
い
る

が
、
工
場
の
目
の
前
に
「
オ

ン
サ
イ
ト
・
フ
ァ
ク
ト
リ
カ

ッ
シ
ン
グ
、
ジ
ャ
ム
、
ス
パ

イ
ス
で
あ
る
。
前
社
長
の
木

村
氏
の
こ
だ
わ
り
の
商
品
づ

く
り
を
引
き
継
ぎ
、「
ほ
ん

も
の
の
お
い
し
さ
」「
安
全

で
お
い
し
い
も
の
」
を
つ
く

っ
て
い
る
。
そ
の
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
世
の
中
に
な
い
も

の
、
よ
そ
で
は
作
れ
な
い
も

の
を
目
指
す
、
原
料
に
こ
だ

わ
り
、
手
間
ひ
ま
を
掛
け
る

こ
と
を
惜
し
ま
ず
、
お
い
し

い
も
の
を
作
る
。
コ
ス
ト
優

先
、
生
産
優
先
は
し
な
い
」

で
あ
る
。
手
元
に
、「
コ
ス

モ
の
商
品
カ
タ
ロ
グ
」
が
あ

る
。
そ
の
編
集
に
も
、「
安

次
、
そ
の
販
売
サ
ー
ビ
ス
の

第
３
次
、
の
各
産
業
の
複
合

は
こ
れ
ま
で
の
産
業
の
６
次

化
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
地
元

の
魅
力
づ
く
り
と
発
信
＆
若

手
参
画
の
人
材
育
成
の
第
４

次
産
業
を
加
え
て
、
産
業
の

10
次
化
が
観
光
と
地
元
愛
着

を
進
め
る
新
た
な
基
地
（
フ

ァ
ク
ト
リ
カ
フ
ェ
）
に
な
り

得
る
。
土
地
の
確
保
や
地
元

法
人
な
ど
と
の
連
携
を
進
め

る
必
要
が
あ
る
。
課
題
解
決

は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
り
、

東
社
長
の
経
営
手
腕
に
期
待

し
た
い
。

【
註
１
】
学
校
給
食
の
歴
史

―
つ
る
お
か
の
給
食
―

https://www.city.tsuru

oka.lg.jp/kyoiku/gak

ko/kyushoku/kyusyokuno

rekisi.html

【
註
２
】
前
号
『
畑
竜
介
氏

―
―
食
と
憩
い
の
デ
ザ
イ
ナ

ー
』「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
新

聞
」
第
２
０
７
号
１
４
面

（
２
０
２
２
年
３
月
７
月
日

（
月
）
発
行
）

い
る
。
安
全
安
心
、
簡

易
調
理
、
入
手
の
容
易

さ
、
価
格
廉
価
な
ど
で

互
い
に
対
立
す
る
要
求

課
題
も
あ
る
。
幼
児
や

年
少
者
な
ど
で
は
ア
レ

ル
ギ
ー
も
大
事
な
警
告

で
あ
り
、「
特
定
原
材

料
に
準
ず
る
も
の
21
品

目
」
の
表
示
な
ど
へ
の

配
慮
も
コ
ス
モ
で
は
な

さ
れ
て
い
る
。

「
幸
福
」
は
、
健
康

で
も
あ
る
が
美
味
さ
は

と
り
わ
け
短
期
記
憶
さ

れ
る
。
そ
の
こ
だ
わ
り

は
製
法
で
あ
る
。
地
味

な
手
作
り
が
そ
れ
を
つ

く
る
。
東
社
長
自
身
に

よ
る
実
験
は
そ
の
追
及

に
あ
る
よ
う
だ
。
今
回

フ
ェ
」
に
相

当
す
る
観
光

サ
イ
ト
を
オ

ー
プ
ン
し
、

こ
だ
わ
り
の

美
味
し
さ
と

安
全
安
心
の

地
元
由
来
の

食
事
と
お
土

産
を
提
供
す

る
観
光
サ
ー

ビ
ス
、
と
い

う
構
想
も
話

題
に
し
た
。

そ
の
た
め
に

は
、
食
材
生

産

の

第

１

次
、
食
品
加

工

の

第

２

の
工
場
見
学

で
も
製
造
工

場
を
見
せ
て

頂
い
た
。
い

わ
ゆ
る
流
れ

作
業
の
工
程

は

見

ら

れ

ず
、
お
釜
や

ス
ラ
イ
サ
ー

な
ど
の
単
機

装

置

が

並

び
、
開
発
研

究
と
加
工
製

造
の
用
具
と

な

っ

て

い

る
。「
美
味

し

さ

の

記

憶
」
の
強
さ

は
、
掛
け
た

東実氏近影

コスモ食品（株）千葉いすみ工場

千葉いすみ工場の内部（元・給食センター）


